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問 

市
民
課 

市
民
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
停
止
し
ま
す

　
電
子
機
器
の
更
改
の
た
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
り
、

住
民
票
の
広
域
交
付
、
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
、
特
例
転
出
入
な

ど
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

停
止
日

　
３
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮

問 

都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
２

市
民
バ
ス
　
フ
リ
ー
降
車
制

の
開
始
と
バ
ス
停
の
新
設

フ
リ
ー
降
車
制

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
、
市
民
バ
ス

の
一
部
区
間
で
バ
ス
停
以
外
の
場

所
で
自
由
に
降
り
る
こ
と
が
で
き

る
「
フ
リ
ー
降
車
制
」
を
始
め
ま

す
。

対
象
コ
ー
ス

　
・
浦
佐
・
五
箇
コ
ー
ス

　
・
薮
神
コ
ー
ス

　
・
赤
石
コ
ー
ス

　
・
三
用
コ
ー
ス

　
・
辻
又
・
後
山
コ
ー
ス

　
・
大
巻
・
泉
コ
ー
ス

　
・
上
田
・
泉
田
コ
ー
ス

　
・
中
之
島
・
吉
里
コ
ー
ス

　
・
石
打
・
竹
俣
コ
ー
ス

　
・
栃
窪
・
岩
之
下
コ
ー
ス

　

フ
リ
ー
降
車
が
で
き
る
の
は
、

対
象
コ
ー
ス
の
「
フ
リ
ー
降
車
区

間
」
の
み
で
す
。
同
区
間
は
、
交

通
の
支
障
と
な
る
市
街
地
や
国
道

な
ど
を
除
き
、
安
全
に
降
車
で
き

る
か
を
基
準
と
し
て
設
定
し
ま
し

た
。

　
バ
ス
車
内
に
掲
示
す
る
路
線
図

で
同
区
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

　
降
り
た
い
場
所
の
前
の
バ
ス
停

に
到
着
す
る
ま
で
に
、「（
降
り
た

い
場
所
）
で
降
り
ま
す
」
と
運
転

手
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

・
道
路
幅
、
混
雑
状
況
な
ど
に
よ

り
安
全
に
停
車
で
き
な
い
場
合

は
、
降
車
位
置
が
前
後
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・
交
差
点
や
横
断
歩
道
の
前
後
、

急
カ
ー
ブ
、
ト
ン
ネ
ル
内
な
ど

の
駐
停
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

場
所
で
は
、
降
車
で
き
ま
せ
ん
。

・
事
故
防
止
の
た
め
、
降
車
時
は

バ
ス
が
停
車
す
る
ま
で
席
を
立

た
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
安
全
の
た
め
、
フ
リ
ー
降
車
区

間
で
も
バ
ス
停
以
外
の
場
所
で

は
乗
車
で
き
ま
せ
ん
。

バ
ス
停
の
新
設

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
、
石
打
・
竹

俣
コ
ー
ス
に
「
竹
俣
」
バ
ス
停
を

新
設
し
ま
す
。
新
設
に
伴
い
「
竹

俣
新
田
」
バ
ス
停
を
塩
沢
方
面
に

約
１
５
０
ｍ
移
動
し
ま
す
。

　
バ
ス
停
の
位
置
は
、
バ
ス
車
内

に
掲
示
す
る
位
置
図
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問 

市
民
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

日
曜
窓
口
・
時
間
外
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
は
、
転

入
・
転
出
や
健
康
保
険
の
切
替
え

な
ど
の
手
続
き
で
、
市
民
課
の
窓

口
が
混
雑
し
ま
す
。
混
雑
を
緩
和

す
る
た
め
に
、
日
曜
日
と
月
～
金

曜
日
の
時
間
外
に
市
民
課
窓
口
を

開
き
ま
す
。

　
例
年
、
４
月
第
一
日
曜
日
に
開

設
し
て
い
た
日
曜
窓
口
は
、
新
潟

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

の
た
め
開
設
し
ま
せ
ん
。
そ
の
代

替
と
し
て
、
平
日
の
時
間
外
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

日
３
月
31
日
㈰　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
、
４
月
１
日

㈪
～
５
日
㈮　
午
後
５
時
15
分

～
８
時

会
本
庁
舎 

市
民
課

※
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
は

開
設
し
ま
せ
ん

受
け
付
け
る
手
続

・
転
入
、
転
出
、
転
居
、
死
亡
、

出
生
、
婚
姻
、
国
民
健
康
保
険

の
資
格
喪
失
・
資
格
取
得
な
ど

の
届
出

・
住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

証
明
書
の
交
付
申
請

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

と
交
付　
な
ど

注
意

・
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務
は

取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

・
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
絡
が
必

要
な
手
続
き
は
、
正
式
な
処
理

が
翌
日
以
降
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
来
庁
者
が
集
中
し
た
場
合
は
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　
一
般
社
団
法
人
南
魚
沼
歯
科

医
師
会
様
か
ら
、
２
０
，０
０

０
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平成29年度水道事業会計決算の概要
　水道事業は、公営企業法に基づき独立採算での経営を行うため、収益的収支と資本的収支の２つに分け
て予算を管理しています。

南魚沼市の水道事業 問水道課　☎774－3141

収益的収支
（金額は税抜き）

資本的収支
（金額は税込み）

　水道水をつくり、みなさんにお届けするための収入と支出を表したものです。
平成29年度は、3億3,220万円の純利益となりました。

　水道施設を建設・改良するための収入と支出を表したものです。平成29年度は、
主に枝吉・雲洞地区の配水管の新設、船ヶ沢高区配水池の内面防水改良を行いまし
た。9億4,235万円の不足が生じましたが、内部留保している資金で補てんしました。

水道事業の現状
　市の水道事業は、平成17年10月に南魚沼市・
塩沢町・魚沼地域広域水道企業団が統合し、現在
に至っています。統合直後に214億円あった企業
債（借入金）は、平成29年度末で104億円に減
少しています。依然として水道料金の収入とほぼ
同額の借入金を毎年返済しており、厳しい経営状
況が続いています。水道料金の回収率も97％と

低く、一般会計からの繰入金によって黒字を確保
している状況です。今後も節水機器の普及や人口
減少などに伴う水道使用量および料金収入の減
少、水道施設の更新費用の増加が見込まれ、経営
環境の厳しさは増すと予測されます。将来の施設
更新に備え、内部留保の資金を蓄えるとともに、
経営改善に向けて努力していきます。

一般会計繰入金
3億58万円
（14%）

一般会計繰入金
3億58万円
（14%）

料金収入
15億2,791万円
（71%）

料金収入
15億2,791万円
（71%）

その他の収入
9,555万円
（4%）

その他の収入
9,555万円
（4%）

長期前受金戻入
2億3,662万円
（11%）

長期前受金戻入
2億3,662万円
（11%）

一般会計繰入金
7,257万円
(11%)

一般会計繰入金
7,257万円
(11%)

企業債
5億4,980万円
(86%)

企業債
5億4,980万円
(86%)

工事補償金など
1,786万円
(3%)

工事補償金など
1,786万円
(3%)

企業債償還利息など
2億3,134万円
(12%)

企業債償還利息など
2億3,134万円
(12%)

事業活動
全般にかかる
一般管理費
1億2,312万円
　　(7%)

事業活動
全般にかかる
一般管理費
1億2,312万円
　　(7%)

供給費用および
施設維持管理費
3億6,155万円
(20%)

供給費用および
施設維持管理費
3億6,155万円
(20%)

減価償却費
11億1,245万円
（61％）

減価償却費
11億1,245万円
（61％）

企業債償還金
12億7,215万円
(80%)

企業債償還金
12億7,215万円
(80%)

建設事業費
3億1,043万円
(20%)

建設事業費
3億1,043万円
(20%)

収益的収入　21億6,066万円 収益的支出　18億2,846万円

資本的支出　15億8,258万円資本的収入　6億4,023万円
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南魚沼市の給水原価と供給単価について

　水道事業は、独立採算制で経営を持続する
必要があります。このため本来は“供給単価”
が“給水原価”を上回る必要があります。し
かし、供給単価が給水原価を下回る現状が続
き、一般会計からの繰入金（補助金）で補て
んし、経営の安定が保たれています。
　この状況を改善するためには、供給単価（水
道料金）を値上げする方法があります。しか
し、近隣市町に比べて高い水道料金をこれ以
上値上げすることは、市民への負担を考える
とできません。
　もう一つの改善策として、給水原価の引下
げがあります。給水原価はここ数年、経営努
力により下降傾向にあります。さらなる経営
の効率化、経費の削減につながる方法の検討
などを進めていきます。

水道料金・使用量の問合せは上下水道料金センターまで

　水道料金や水道の使用量などについては、上下
水道料金センター☎788-0220（塩沢庁舎内）に
お問い合わせください。
※電話のかけ間違いにご注意ください

営業時間
　月～金曜日：午前8時30分～午後6時
　日曜日：午前9時～正午

200

220

240

260

280

300

平
成
29
年
度

平
成
28
年
度

平
成
27
年
度

平
成
26
年
度

平
成
25
年
度

円

供給単価：水道水 1ｍ³ 当た
りの販売単価を示します。年
間の水道料金の収入を有収
水量（量水器を通過した水
量）で割った値。

給水原価：水道水 1ｍ³ 当た
りの製造単価を示します。年
間の水道水を供給するため
に要した費用（薬剤費、動力
費、施設の維持管理費など）
を有収水量（給水量）で割っ
た値。

276276 273273 269269
264264

252252

249249
243243 244244 243243 244244

減価償却費
135円

減価償却費
135円

支払利息
36円
支払利息
36円

職員給与費
11円

職員給与費
11円

委託費
26円
委託費
26円

維持費
44円
維持費
44円

給水原価・供給単価の推移

給水原価（252円）の内訳



市報 みなみ魚沼　平成31年3月15日発行 4

下水道に接続してください
　私たちが排出する生活排水は、そのまま側溝など
に流してしまうと、下流で悪臭や害虫、伝染病など
が発生する原因となり、川や海が汚れてしまいます。
生活環境を清潔に保つためには、みなさんから下水
道に接続していただくことが重要です。下水道が整
備されたら、くみ取りトイレは３年以内に、水洗ト
イレの場合はすみやかに下水道に接続しなければな
りません。（下水道法第10条、第11条の３）
　市では、下水道接続工事に対して、100万円を限
度とした無利子の融資制度を設けています。制度を
活用し、すみやかに下水道に接続してください。

市の汚水処理普及率と水洗化の状況
　平成29年度末の下水道と合併浄化槽を合わせた
普及率は98.7％で、水洗化率は90.1％です。この
うち、下水道整備区域のみの普及率は 99.8％で、
水洗化率は88.5％です。

浄化槽整備区域では
　合併浄化槽による生活排水の処理が指定されてい
る区域では、工事費の一部を受益者分担金として住
民が負担し、市が合併浄化槽を設置しています。設

南魚沼市の下水道 問下水道課　☎774－2740

普及率…�市の人口に対する、下水道整備区域と浄化槽整備区域でそれぞれ下水道、合併浄化槽が整備され
た人口の割合

水洗化率…下水道、合併浄化槽が整備された人口に対する、下水道、合併浄化槽を利用している人口の割合

46,000

50,000

54,000

58,000

62,000

水洗化人口整備区域内人口市の人口

平成29年度末平成28年度末平成27年度末平成26年度末 80

85

90

95

100

水洗化率普及率

（人） （％）

59,242人59,242人
97.9％97.9％

86.0％86.0％

88.1％88.1％
89.4％89.4％ 90.1％90.1％

98.6％98.6％ 98.7％98.7％ 98.7％98.7％

58,574人58,574人
57,919人57,919人

57,252人57,252人

57,148人57,148人
56,515人56,515人

50,896人50,896人51,084人51,084人

57,755人57,755人

50,863人50,863人

57,982人57,982人

49,862人49,862人

　合併浄化槽（生活排水全てを処理する浄化槽）、
単独浄化槽（トイレの排水のみを処理する浄化
槽）、くみ取りには浄化槽整備区域の人口と下水
道整備区域の未接続の人口が含まれます。

合併浄化槽
 3,339人
(5.8%)

合併浄化槽
 3,339人
(5.8%)

単独浄化槽 3,283人
(5.7%)
単独浄化槽 3,283人
(5.7%)

くみ取り
 1,973人
(3.5%)

くみ取り
 1,973人
(3.5%)

下水道
48,657人
(85.0%)

下水道
48,657人
(85.0%)

※市の人口に対する、各汚水処理方法の割合

汚水処理状況（平成29年度末）

水洗化の推移

置後は、使用者が毎月の使用料を負担し、市が保
守点検や清掃などの維持管理を行います。対象地
域の詳細や合併浄化槽の設置希望者は、下水道課
にお問い合わせください。
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下水道を正しく使いましょう
家の中では…
トイレにはトイレットペーパー以外を流さない
　トイレにタオルやおむつを流すと、下水道施
設の運転が止まってしまいます。長時間運転が
止まると、汚水が流れなくなり、道路などにあ
ふれる場合があります。
天ぷら油や生ごみなどを流さない
　油は排水管の中で固まり、詰まりの原因とな
ります。紙や布に吸わせるか、凝固剤を使って
燃えるごみとして出してください。毎月第４木
曜日に、各庁舎と環境衛生センターで廃天ぷら
油の拠点回収を行っています。ぜひご利用くだ
さい。

家の外では…
排水管やマスの破損に気をつけましょう
　壊れたままにしておくと、雨水や異物の流入、詰まりや事故
などの原因になります。マスなどの破損を見つけたら、お近く
の指定工事店か下水道課にご相談ください。

店舗などでは…
グリーストラップの清掃を行いましょう
　飲食店や宿泊施設などには、油分を分離させるグリースト
ラップが設置されています。グリーストラップの清掃が不十分
だと、下水道管が詰まってしまいます。付近の住宅に汚水が逆
流してしまうこともあり、その場合は原因者に本管清掃代など
をご負担いただくことがあります。

ディスポーザーの使用料を廃止します
　４月使用（５月請求）分から、ディスポーザーの使用料を廃
止します。これまで月額の使用料は１基あたり500円でしたが、
無料となります。
　ディスポーザーは、生ごみを粉砕して流水で下水道に流せる
ようにする機械です。台所の流し台の下に設置します。下水道、
市管理の浄化槽に接続している家庭で利用できます。ディス
ポーザーの設置は、指定工事店でなければ行うことはできませ
ん。設置する場合は、必ず指定工事店を通じて市に届け出てく
ださい。
※設置できる建物には条件があります。詳しくは、下水道課ま

で

管が詰まって汚水があふれそうなマン
ホール

ポンプに詰まったタオルを取除く作業

ひび割れて交換が必要な公共マス

排水設備等改造資金融資

　自己資金だけでは下水道への接
続や排水設備の改造工事費をまか
なうことが困難な場合に、金融機
関から融資を受けることができま
す。
貸付限度額　100万円
貸付利率　実質無利子
　　　　　（市が全額補給）
償還期間　48月以内
※貸付条件、金融機関の審査があ

ります。詳しくは、下水道課まで
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問
・
申 
学
校
教
育
課

　
☎
７
７
３
‐
６
７
０
０

平
成
31
年
度
就
学
援
助
の

申
請
受
付

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
経
済
的
に
困
っ
て

い
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
、
学
用
品

費
や
給
食
費
な
ど
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

（
所
得
制
限
あ
り
）

案
内
・
申
請
書
の
配
布
場
所

　
在
籍
す
る
学
校
、
各
庁
舎

※
市
内
の
学
校
で
は
、
４
月
以
降
に
案
内

を
配
布
し
ま
す

提
出
先　
学
校
教
育
課
か
在
籍
す
る
学
校

（
郵
送
可
）

〆
４
月
：
４
月
26
日
㈮

　
５
月
以
降
：
毎
月
末
を
締
切
り
日
と
し

て
、
平
成
32
年
２
月
28
日
㈮
ま
で
受
け

付
け
（
申
請
し
た
月
に
よ
っ
て
、
助
成

対
象
費
・
金
額
が
異
な
り
ま
す
）

注
意

・
平
成
30
年
度
に
就
学
援
助
を
受
け
て
い

た
場
合
で
も
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で

す
。

・
同
居
す
る
世
帯
全
員
の
市
・
県
民
税
の

申
告
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
告
の
不
要
な
人
、
申
告
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市
内
に

住
所
登
録
が
な
い
保
護
者
・
同
居
世
帯

員
は
、
平
成
30
年
分
の
所
得
課
税
証
明

書
（
６
月
ご
ろ
に
発
行
）
を
前
住
所
地

か
ら
取
り
寄
せ
て
、
後
日
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
年
金
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

出
産
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
免
除

　
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
の
産
前
産

後
期
間
中
の
年
金
保
険
料
（
平
成
31
年
度

は
月
額
１
６
，４
１
０
円
）
が
、
４
月
１

日
㈪
か
ら
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
多
胎
妊
娠
の

場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
）

対
２
月
１
日
㈮
以
降
に
出
産
し
た
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者

申
請
期
間

出
産
日
ま
た
は
出
産
予
定
日
が
２
月
１
日

㈮
～
10
月
１
日
㈫
の
人
：
４
月
１
日
㈪
～

出
産
予
定
日
が
10
月
２
日
㈬
以
降
の
人
：

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
～

持
本
人
確
認
書
類
、
母
子
手
帳
、
印
鑑

申
請
先

　
市
民
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、

六
日
町
年
金
事
務
所

問 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

　
Ｆ
７
７
３
‐
６
７
２
３

障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業
　

日
常
生
活
用
具
の
品
目
の
追
加

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
、
聴
覚
障
が
い
が
あ

り
人
工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
人
が
使
用

す
る
充
電
池
、
空
気
電
池
、
充
電
器
を
事

業
の
給
付
対
象
品
目
に
追
加
し
ま
す
。

　
給
付
を
希
望
す
る
人
は
、
購
入
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
対
象
要
件
や
基
準
額
、

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課 

資
産
税
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

　
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
２

平
成
31
年
度
か
ら
都
市
計
画
税
を

廃
止
し
ま
す

　
平
成
30
年
12
月
の
市
議
会
定
例
会
で
南

魚
沼
市
都
市
計
画
税
条
例
の
廃
止
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
31
年

度
か
ら
は
都
市
計
画
税
を
廃
止
し
、
新
た

な
税
金
の
徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

税
務
課 

資
産
税
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

固
定
資
産
の
縦
覧
を
開
始
し
ま
す

　
固
定
資
産
の
確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
で
き
る
人

　
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

か
、
そ
の
代
理
人

縦
覧
で
き
る
内
容

土
地
所
在
地
番
・
地
目
・
地
積
・
価
格

家
屋
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・

床
面
積
・
価
格

縦
覧
・
閲
覧
場
所

　

税
務
課 

資
産
税
班
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー

注
意

・
所
有
者
の
名
前
、
住
所
な
ど
の
記
載
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
償
却
資
産
は
縦
覧
の
対
象
外
で
す
。

・
縦
覧
に
は
、
運
転
免
許
証
（
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
も
必
要
）
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
所
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
縦
覧

で
き
る
内
容
以
外
の
項
目
や
償
却
資
産

の
内
容
を
知
り
た
い
人
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
縦
覧
期
間
中
は
手
数

料
が
無
料
で
す
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問
・
申 
大
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
７
‐
２
４
２
９

大
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　

非
常
勤
調
理
助
手
募
集

　
緊
急
時
や
忙
し
い
時
に
、
給
食
調
理
を

手
伝
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
性

別
、
年
齢
、
資
格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

職
種　
調
理
助
手

募
集
人
数　
若
干
名

勤
務
日　
不
定
期
（
月
３
～
４
日
程
度
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
半

日
単
位
も
可
）

賃
金　
時
給
９
１
０
円
～

問
・
申 

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部 

長

岡
出
張
所

　
☎
０
２
５
８
‐
３
３
‐
０
２
５
６

　

nagaoka001@
rct.gsdf.mod.go.jp

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
学
程
度

試
験
・
院
卒
者
試
験
）
募
集

大
学
程
度
試
験

資
平
成
32
年
４
月
１
日
時
点
で
、
22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
人
（
修
士
課
程
修
了
者
な
ど
は
、

22
歳
以
上
28
歳
未
満
）

院
卒
者
試
験

資
平
成
32
年
４
月
１
日
時
点
で
、
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
な
ど

※
大
卒
程
度
試
験
と
院
卒
者
試
験
は
併
願

可

一
次
試
験

　
５
月
11
日
㈯　
筆
記
試
験

　
５
月
12
日
㈰　
筆
記
式
操
縦
適
性
試
験

（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

※
試
験
種
目
、
二
次
試
験
、
合
格
発
表
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
〆
５
月
１
日（
水
・
祝
）

問 

建
設
課 

維
持
管
理
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
４

市
道
な
ど
の
春
先
除
雪

　
市
道
の
冬
期
除
雪
で
積
み
上
げ
た
雪
を

処
理
す
る
春
先
除
雪
の
実
施
時
期
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
国
道
・
県
道
の
実
施
時
期

と
は
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
作
業
の
実
施
時
期
は
、
降
雪
や
雪
消
え

状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

運
搬
・
排
雪
と
雪
山
崩
し

　
農
地
な
ど
に
山
積
み
し
た
雪
の
運
搬
・

排
雪
と
雪
山
崩
し
作
業
は
４
月
１
日
㈪
か

ら
、
苗
代
な
ど
の
排
雪
は
３
月
25
日
㈪
か

ら
行
い
ま
す
。

　
排
雪
を
行
う
場
合
は
、
周
辺
で
の
処
理

が
で
き
な
い
か
所
で
最
小
限
の
範
囲
で
行

い
ま
す
。

春
割
除
雪

　
例
年
、
春
に
な
っ
て
か
ら
行
う
除
雪
路

線
以
外
の
路
線
の
除
雪
は
、
４
月
10
日
㈬

か
ら
行
い
ま
す
。

問 

ア
イ・ケ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社

　
☎
０
２
５
‐
２
７
９
‐
１
２
１
２

県
内
高
速
バ
ス
　

平
日
の
運
行
時
刻
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
県
内
高
速
バ
ス
（
新

潟
十
日
町
線
）
の
新
潟
行
き
の
平
日
ダ
イ

ヤ
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
新
潟
市
内
へ
の
早
め
の
到
着
を
望
む
利

用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
平
日
の
新
潟
行

き
第
１
便
の
運
行
時
刻
が
15
分
早
ま
り
ま

す
。
六
日
町
停
留
所
（
六
日
町
Ｉ
Ｃ
内
）

の
発
車
が
午
前
６
時
58
分
か
ら
午
前
６
時

43
分
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
休
日
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
）
の
ダ
イ
ヤ

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
運
行
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（「
泉
観
光
バ
ス
」
で
検
索
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課 

収
税
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
９

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

　
市
税
滞
納
に
よ
り
、
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
を
公
売
し
ま
す
。

　
詳
細
を
、
公
売
公
告
（
本
庁
舎
正
面
玄

関
脇
の
掲
示
板
）、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（「
公

売
」
で
検
索
）
で
、
確
認
し
入
札
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
入
札
前
に
公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要

で
す
。

公
売
物
件　
マ
ン
シ
ョ
ン
３
室

所
在　
石
打
９
８
６
番
地
２
ほ
か

建
物
の
名
称　
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
石
打

入
札
日
時

　
３
月
20
日
㈬　
午
後
２
時

入
札
会
場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

売
却
決
定
（
代
金
納
付
）

　
３
月
27
日
㈬

問
・
相
談
先　
子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も

家
庭
支
援
班

　
☎
７
７
３
‐
６
８
２
２

　
Ｆ
７
７
３
‐
６
７
２
４

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

１い
ち

８は
や

９く

番

　
「
児
童
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
児
童
相
談
所
全
国

共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」
に
電
話
す
る

と
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。
あ
な

た
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

匿
名
で
連
絡
で
き
、
連
絡
者
・
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
連
絡
を
受
け
る
と
、
児
童
相
談
所
ま
た

は
子
育
て
支
援
課
が
調
査
を
開
始
し
、
48

時
間
以
内
に
子
ど
も
の
安
否
を
目
視
で
確

認
し
ま
す
。
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問 
消
防
本
部 

予
防
課

　
☎
７
８
２
‐
５
３
３
０

　
大
和
分
署

　
☎
７
７
９
‐
４
６
０
０

春
の
火
災
予
防
運
動

　
４
月
１
日
㈪
～
７
日
㈰
に
、
春
の
新
潟

県
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
野
焼
き
に
よ

る
火
災
が
多
発
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
少
雪
傾
向
で
あ
っ
た
た

め
、
早
め
の
雪
消
え
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

林
野
火
災
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
雪
の
重
み
な
ど
に
よ
り
灯
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
配
管
が
破
損
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
家
の
周
り
の
配
管
を
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

　
雪
が
消
え
て
も
、
暖
房
器
具
を
使
う
機

会
が
あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問 

廃
棄
物
対
策
課

　
☎
７
８
２
‐
０
３
３
９

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
野
焼
き
（
野
外
の
焼
却
）
に
よ
る
煙
や

臭
い
で
、
日
常
生
活
や
健
康
に
支
障
を
き

た
す
人
が
い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却

も
あ
り
ま
す
が
、
違
反
し
た
場
合
は
処
罰

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
住
環
境

を
保
つ
た
め
に
、
草
木
、
剪
定
枝
な
ど
を

含
め
て
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

草
木
、
剪
定
枝
な
ど
の
出
し
方

塩
沢
・
六
日
町
地
域

剪
定
枝
：
可
燃
ご
み
処
理
施
設
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。（
直
径
50
㎝
以
内
、
長

さ
２
ｍ
以
内
）

草
木
な
ど
：
も
え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
直
径
10
㎝
以
内
、
長
さ
60
㎝

以
内
）

大
和
地
域

剪
定
枝
：
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
（
☎
０
２

５
‐
７
９
２
‐
９
９
０
０
）
に
搬
入
す

る
か
、
大
型
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
直
径
10
㎝
未
満
、
長
さ
１
５

０
㎝
未
満
）

草
木
な
ど
：
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
直
径
５
㎝
未
満
、
長
さ
50

㎝
未
満
）

問 

廃
棄
物
対
策
課

　
☎
７
８
２
‐
０
３
３
９

家
庭
ご
み
の
出
し
方
と
マ
ナ
ー

　
ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
収
集

場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
ご
み
の
出
し
方

・
指
定
ご
み
袋
を
使
用
す
る
。（
指
定
ご

み
袋
に
は
処
理
料
金
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
）

・
重
さ
を
10
㎏
以
下
に
す
る
。

・「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
に
従
っ
て
、
種
類
ご
と
に

分
別
す
る
。

・「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
、

収
集
日
と
収
集
内
容
を
確
認
す
る
。

・
午
前
８
時
ま
で
に
出
す
。

・
収
集
場
所
を
確
認
す
る
。（
ご
み
の
種

類
や
地
域
に
よ
っ
て
収
集
場
所
が
異
な

り
ま
す
）

違
反
シ
ー
ル

　
分
け
方
・
出
し
方
が
守
ら
れ
て
い
な
い

ご
み
に
は
、
違
反
シ
ー
ル
を
貼
り
、
収
集

し
ま
せ
ん
。

指
定
ご
み
袋

　
塩
沢
・
六
日
町
地
域
と
大
和
地
域
で
は
、

指
定
ご
み
袋
が
異
な
り
ま
す
。
他
地
域
の

ご
み
袋
を
使
用
し
た
場
合
は
収
集
し
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
は
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
廃
棄

物
対
策
課
）・
本
庁
舎 

総
合
窓
口
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問 

小
千
谷
税
務
署

　
☎
０
２
５
８
‐
８
３
‐
２
０
９
０

消
費
税
の
軽
減
税
率
説
明
会

　
す
べ
て
の
事
業
者
に
関
係
の
あ
る
、
消

費
税
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

申
事
前
に
小
千
谷
税
務
署 

法
人
課
税
部

門（
☎
０
２
５
８
‐
８
３
‐
２
０
９
２
）

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

〆
４
月
５
日
㈮　
午
後
５
時

日
・
会

４
月
11
日
㈭　

湯
沢
町
役
場
３
階 

大
会

議
室
〔
湯
沢
町
神
立
〕

４
月
12
日
㈮　

大
和
庁
舎
３
階 

大
会
議

室
４
月
15
日
㈪　
小
千
谷
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
」
３
階 

大
ホ
ー
ル
〔
小
千
谷
市
桜
町
〕

４
月
16
日
㈫　
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
２
階 

研
修
室
〔
魚
沼
市
小
出
島
〕

時
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
（
受
付　
午
後
１
時
20
分
～
）

対
個
人
事
業
主
と
法
人

定
各
日
50
人

費
無
料

持
筆
記
用
具
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問 

廃
棄
物
対
策
課

　
☎
７
８
２
‐
０
３
３
９

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

受
付
終
了

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、
使

用
済
み
の
小
型
家
電
か
ら
回
収
し
た
金
属

で
メ
ダ
ル
を
つ
く
る
「
都
市
鉱
山
か
ら
つ

く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
受
付
け
が
終
了
し
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
市
の
回
収
も
終
了
し
ま
す
。

期
３
月
29
日
㈮
ま
で

回
収
対
象

　
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

回
収
方
法

　

本
庁
舎 

総
合
窓
口
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー 

窓
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問 

新
潟
県 

福
祉
保
健
部 

福
祉
保
健
課

援
護
恩
給
室

　
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
０

平
成
31
年
度
慰
霊
巡
拝
事
業

　
旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
主

催
の
慰
霊
巡
拝
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
ご
遺
族
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
地
域　
ア
ッ
ツ
島
、
モ
ン
ゴ
ル
国
、

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地

方
、
中
国
東
北
地
方
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

沿
海
地
方
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
イ

ン
ド
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

硫
黄
島

実
施
予
定
時
期

　
６
月
下
旬
～
平
成
32
年
２
月
中
旬

問 

南
魚
沼
保
健
所

　
☎
７
７
２
‐
８
１
４
３

　
新
潟
県 

福
祉
保
健
部 

生
活
衛
生
課

　
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
０
５

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
に

ご
注
意
を

　
例
年
、春
の
山
菜
シ
ー
ズ
ン
に
、有
毒
な

野
草
な
ど
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
ま
す
。

　

正
確
に
鑑
別
で
き
な
い
野
草
な
ど
は
、

「
採
ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」「
人
に
あ
げ

な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
間違えやすい毒草

食べられない
（有毒） 食べられる

スイセン ニラ
バイケイソウ、
コバイケイソ
ウ

オオバギボ
ウシ（ウルイ）

イヌサフラン ギョウジャ
ニンニク

ドクゼリ セリ

　
毒
草
の
写
真
な
ど
詳
し
く
は
、
新
潟
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
に
い
が
た　

毒
草
」

で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・
申 

南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

65
歳
か
ら
の
「
水
中
運
動
教
室

（
１
期
）」
参
加
者
募
集

　
腰
や
膝
に
不
安
が
あ
る
人
、
体
力
の
低

下
を
感
じ
る
人
に
お
勧
め
の
教
室
で
す
。

腰
や
膝
に
負
担
を
か
け
ず
に
筋
肉
や
心
肺

機
能
を
強
化
で
き
ま
す
。

　
教
室
に
参
加
し
て
、
健
康
増
進
を
図
り

ま
せ
ん
か
。

日
４
月
23
日
～
７
月
２
日
の
毎
週
火
曜
日

（
全
10
回
）

時
午
後
２
時
～
３
時

会
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

対
市
内
に
住
所
の
あ
る
65
歳
以
上

内
水
中
歩
行
と
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
水
中
運
動
）

費
１
回
３
０
０
円

〆
４
月
９
日
㈫

問
・
申 
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
６
［
相
談
専
用
］

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の

相
談
会
」　
～
秘
密
厳
守
～

　
一
歩
踏
み
出
し
て
悩
み
を
市
の
臨
床
心

理
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
・

不
登
校
な
ど
に
悩
む
義
務
教
育
終
了
～

39
歳
の
若
者
と
家
族

日
①
４
月
３
日
㈬　
午
前
10
時
～
11
時

　
②
４
月
23
日
㈫　
午
後
２
時
～
３
時

会
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
１
階 

相
談
室

〆
①
３
月
29
日
㈮

　
②
４
月
19
日
㈮

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他
相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来
所
相
談

に
、
随
時
応
じ
ま
す

問 

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

事
務
養
成
科
１
期
平
成
31
年
４
月

入
校
生
募
集

日
４
月
25
日
㈭
～
７
月
24
日
㈬
の
祝
日
を

除
く
月
～
金
曜
日

時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分

会
株
式
会
社
エ
ム
・
エ
ス
オ
フ
ィ
ス 

イ

オ
ン
小
千
谷
店
内 

特
別
研
修
室
〔
小

千
谷
大
字
平
沢
新
田
〕

対
パ
ソ
コ
ン
の
事
務
ス
キ
ル
と
マ
ナ
ー
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
習
得
し
、

就
職
を
希
望
す
る
人

定
15
人

費
無
料
（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り
）

〆
４
月
４
日
㈭

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
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障
が
い
者
の
超
短
時
間
雇
用
に
つ
い
て

【
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
私
に
は
発
達
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
一
般
の
人
と
同
様
に
働
く
こ
と
が

難
し
く
、
ま
た
週
20
時
間
以
上
の
勤
務
が

求
め
ら
れ
る
障
が
い
者
雇
用
も
高
い
ハ
ー

ド
ル
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
折
、
テ
レ
ビ
で
「
障
が
い
者
の

超
短
時
間
雇
用
」
と
い
う
特
集
を
拝
見
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
日
15
分
以
上
の
勤

務
か
ら
始
め
ら
れ
、
職
務
内
容
を
明
確
に

定
義
す
る
こ
と
で
障
が
い
者
が
就
労
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
、

東
京
大
学
の
近
藤
武
夫
教
授
が
提
案
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
に
は
企
業
だ
け
で

な
く
自
治
体
の
協
力
が
不
可
欠
だ
そ
う
で

す
が
、
実
際
に
研
究
に
参
加
し
て
い
る
企

業
・
自
治
体
で
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
要
望
で
す
。
南
魚
沼
市
も
こ
の

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
実
現
す
れ
ば
、

私
の
よ
う
に
働
き
た
い
け
れ
ど
働
け
な
い

人
た
ち
に
と
っ
て
将
来
を
開
く
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
障
が
い
者
に
と
っ

て
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

健
常
者
の
働
き
や
す
さ
に
も
つ
な
が
る
は

ず
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

�

　
　
（
平
成
30
年
11
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
「
障
が
い
者
の
超
短
時
間
雇
用
」（
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
）
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学

の
近
藤
准
教
授
と
川
崎
市
、
神
戸
市
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
社
と
の
間
な
ど
で
取
組
み
、

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
短
時
間
労
働
者
を
複
数
人
雇
用
す
る
こ

と
で
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
進
出
を
促

し
な
が
ら
労
働
力
不
足
を
ま
か
な
う
こ
の

取
組
み
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
労
働
力
が

不
足
し
て
い
る
企
業
と
障
が
い
な
ど
で
長

時
間
の
労
働
が
難
し
い
人
に
と
っ
て
、
非

常
に
魅
力
的
な
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
は
、

企
業
が
求
め
る
仕
事
の
種
類
や
環
境
と
労

働
者
の
ニ
ー
ズ
と
の
整
合
性
や
効
果
検
証

な
ど
、
ま
だ
調
査
・
研
究
段
階
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
も
正
式
に
政
策
と
し
て
推
進

し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
と
し
て
も
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
の
今
後

の
動
向
に
つ
い
て
は
大
変
興
味
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
調
査
・
研
究
の
成
果
が
ま
だ

明
ら
か
で
な
い
現
段
階
で
は
、
こ
の
取
組

シ
リ
ー
ズ
　
市
民
の
声
㉟

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
５
８

み
が
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
が
多
い
当
地

域
に
合
う
の
か
も
含
め
て
判
断
で
き
な
い

た
め
、
今
後
、
国
な
ど
の
動
向
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
提
案
は
市
役
所
内
の
関
係

部
署
と
情
報
を
共
有
し
、
市
内
企
業
に
向

け
て
も
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

�

　
（
担
当
：
商
工
観
光
課
）

ご
み
収
集
に
つ
い
て

【
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
夏
期
も
冬
期
も
ゴ
ミ
収
集
曜
日
、
回
数

が
同
じ
で
す
が
、
も
え
る
ゴ
ミ
に
限
り
収

集
回
数
を
冬
期
は
減
ら
し
て
も
支
障
が
な

い
の
で
は
？
冬
期
は
臭
う
こ
と
も
余
り
な

く
量
的
に
も
減
る
の
で
は
？
収
集
回
数
を

減
ら
す
こ
と
は
経
費
節
約
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

�

　
　
（
平
成
30
年
２
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
大
和
地
域
の
可
燃
ご
み
の
収
集
は
、月・

水
・
金
曜
日
の
週
３
回
で
す
。
収
集
量
は
、

水
曜
日
と
金
曜
日
が
ほ
ぼ
同
量
で
、
月
曜

日
は
そ
の
１
．５
倍
で
す
。
休
み
明
け
に

ご
み
量
が
増
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
月

ご
と
の
収
集
量
は
８
月
が
最
も
多
く
、
２

月
と
６
月
が
少
な
く
て
他
の
月
は
平
均
し

て
い
ま
す
。
２
月
は
多
少
減
る
も
の
の
、

冬
期
に
ご
み
の
量
が
減
少
す
る
と
い
っ
た

傾
向
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
可
燃
ご
み
の
収
集
作
業
は
、
市
の
委
託

業
者
が
車
両
３
台
で
行
っ
て
い
ま
す
。
１

台
に
積
載
で
き
る
ご
み
の
量
に
は
限
度
が

あ
り
、
収
集
日
を
少
な
く
し
た
場
合
は
そ

の
分
が
他
の
収
集
日
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
過
剰
積
載
が
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
週
３
回
に
分
散
し
て
収
集
す
る

こ
と
で
、
こ
う
し
た
問
題
が
起
き
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
を
毎
回
出
す
人
も
い
れ
ば
、

何
日
分
か
ま
と
め
て
出
す
人
も
い
ま
す
。

週
に
２
回
よ
り
も
３
回
の
方
が
、
市
民
の

利
便
性
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
の
排
出
量
は
、
今
後
、
人
口
減
少
に

伴
い
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
を
み
な
が
ら
、
将
来
的
に
収
集

日
や
収
集
回
数
を
検
討
し
つ
つ
、
経
費
節

減
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
担
当
：
廃
棄
物
対
策
課
）
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〒949-6611 南魚沼市坂戸372
ディスポート南魚沼内
スポパラ　　　☎773－3210
ディスポート　☎773－6620公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

第１期　楽しいキッズダンス教室
　４歳から始められるヒップホップダンス教室で
す。リズム感を身に付けませんか。
日４月18日～６月27日の祝日を除く毎週木曜日
（全10回）
時17：30 ～ 18：30　　定15人（先着）
対４歳児（年中）～小学１年生
費会員：新規無料、一般：4,110円
受付け　３月21日（木・祝）　9：00 ～
第１期　やさしいステップボクシング教室

　ボクシングの動きを取り入れた運動を行いま
す。体を動かしたい人に最適です。
日４月18日～６月27日の祝日を除く毎週木曜日
（全10回）
時18：30 ～ 19：30
対16歳以上　　　　　定25人（先着）
費会員：新規無料、一般：4,110円
受付け　３月21日（木・祝）　9：00 ～
第１期　ボディメイキング教室（昼）

　関節や筋肉に痛みを感じる人、体型が気になる
人にお薦めです。
日４月19日～６月28日の祝日を除く毎週金曜日
（全10回）
時10：00 ～ 10：50
対16歳以上　　　　　定25人（先着）
費会員：新規無料、一般：4,110円
受付け　３月22日㈮　9：00 ～
第１期　フラダンス教室

　フラの音楽に合わせてゆらゆらダンス。心を落
ち着かせて気分もリフレッシュ！
日４月19日～６月28日の祝日を除く毎週金曜日
（全10回）
時11：00 ～ 12：00
対16歳以上　　　　　定50人（先着）
費会員：新規無料、一般：4,110円
受付け　３月22日㈮　9：00 ～

申ディスポートに設置の申込書に記入し、料金を
添えてフロントにお申し込みください。

※定員に達し次第締め切ります。（電話での受付
はできません）保険料は、年会費・受講料に含
まれます（当該教室のみ有効）

南魚スポーツパラダイス 　
平成31年度会員募集
　総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダ
イス（スポパラ）は、年会費6,170円でさまざま
な教室が無料か割引価格で受講できます。
　会員になって健康増進に励みませんか。
参加者募集
第１期　リズム体操教室

　軽快なリズムに合わせて体を動かします。心と
体をリフレッシュしませんか。
日４月16日～６月25日の祝日を除く毎週火曜日
（全10回）
時13：00 ～ 14：00
対16歳以上　　　　　定50人（先着）
費会員：新規無料、一般：4,110円
受付け　３月19日㈫　9：00 ～
第１期　ボディメイキング教室（夜）

　やわらかいボールを使った簡単な運動を行いま
す。どなたでも気軽に始められます。
日４月16日～６月25日の祝日を除く毎週火曜日
（全10回）
時19：00 ～ 19：50
対16歳以上　　　　　定25人（先着）
費会員：新規無料、一般：4,110円
受付け　３月19日㈫　9：00 ～
第１期　ベビーマッサージ教室

　親子で肌のふれあいを通して絆を深めよう！
生後すぐのタッチケアは発育を促進します。
日４月18日㈭、５月９日㈭、16日㈭、30日㈭、

６月６日㈭（全５回）
時10：30 ～ 12：00　　定11組（先着）
対生後２か月～ハイハイ前の乳児と母親
費会員：新規2,050円、一般：4,110円
※別途、材料費500円が必要
受付け　３月21日（木・祝）　9：00 ～
第１期　らくらく青竹教室

　昔ながらの健康法を取り入れた簡単な運動を行
います。体力に自信のない人でも安心な教室です。
日４月18日～６月27日の祝日を除く毎週木曜日
（全10回）
時13：00 ～ 14：00
対16歳以上　　　　　定40人（先着）
費会員：新規無料、一般：4,110円
受付け　３月21日（木・祝）　9：00 ～
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　アンケート調査（ベースライン調査）から、魚
沼地域（南魚沼市・魚沼市）の65歳以上にやや
低栄養傾向（BMI 20未満）の人が多いという結
果が出ました。（図１）
　介護が必要となる原因のひとつに、「高齢によ
る衰弱」があげられます。高齢による衰弱は近年

「フレイル」と呼ばれ、①体重の減少、②主観的
疲労感、③日常生活活動量の減少、④身体能力（歩
行速度）の減弱、⑤筋力（握力）の低下のうちの
３項目が当てはまればフレイル、１〜２項目が当
てはまる場合はその前段階とされています。また、

「加齢に伴う筋力の減少、または老化に伴う筋肉
量の減少」はサルコペニアと呼ばれ、低
栄養と密接に関連しています。サルコペ
ニアは運動・身体機能に障害が生じ、転
倒・骨折により自立した生活を困難にす
る原因となります。
　「低栄養→筋肉量・筋力の低下（サル
コペニア）→エネルギー消費量の低下→
食事量の低下→低栄養」というサイクル
はフレイルサイクル（図２）と呼ばれ、
このサイクルを繰り返すと要介護状態に
進む可能性が高くなります。そこで、こ
のフレイルサイクルを断ち切る必要があ
ります。①３食きちんと食べる、②肉や
魚、卵や豆腐などの良質なたんぱく質を
十分に摂る、③適度な運動を行うことに
留意しましょう。

新潟大学大学院医歯学総合研究科
健康増進医学講座　南魚沼分室

うおぬま地方の健康調査
けんこうかわらばん

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

魚沼地域女性全国女性魚沼地域男性全国男性

12.812.8

16.716.7

22.022.0 22.822.8

％

加齢に伴う
食欲不振

エネルギー
消費量低下

慢性的な
低栄養

加齢に伴う
筋肉量の低下

サルコペニア
筋肉量
・

筋力の低下

身体機能低下
・

活動量低下

疾患

食事量の低下

図１　65歳以上の低栄養傾向の人の割合

図２ フレイルサイクル
公益財団法人長寿科学振興財団：健康長寿ネット（https://www.
tyojyu.or.jp/net/byouki/frailty/yobou.html）から一部改変し
て引用

健康調査票をご返送ください
　コホート研究に同意いただいたみなさ
んに、１年に１度、年度末に健康調査票
を送付しています。健康調査票には、１
年間の健康状態についてわかる範囲で記
入し、ご返送ください。

新潟大学大学院医歯学総合研究科
健康増進医学講座　南魚沼分室
〒949-7302　南魚沼市浦佐4132　
新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院内
☎775－7876　　Ｆファックス777－2766
http://www.facebook/NUHPM
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棟方志功アートステーション 開館9：00～17：00
（入館16：30まで）

３月21日（木・祝）まで毎日開館
☎770-1173　F770-1183

URL http://m-uonuma.jp/look/bunka/munakata_art_statiaon
￥大人500円／小中高250円

棟方志功が描く美女展
期３月21日（木・祝）まで
　美女が描かれた、さまざまな棟方志功の作品を
多数展示します。棟方志功の描く女性像を、ぜひ
ご覧ください。

　棟方志功アートステーションは、３月21日
（木・祝）をもって、閉館します。これまでのご
支援、ご愛顧に心より感謝申し上げます。

池田記念美術館  開館9：00～17：00（入館16：30まで）
３月の休館【毎週水曜日】

☎780-4080 F777-3815 URL http://www.ikedaart.jp
￥大人500円／高校生以下無料

山本弘　～旅情と山河～
期４月２日㈫まで
　長岡市在住の山本弘さんの個展。魚沼の山河や、
旅先のイタリアの風景など、旅情あふれる風景画
が中心です。
宇賀治徹男水彩画展 ～農村で見つめて50年～
期４月６日㈯～ 23日㈫
　三条市在住で、示現会会員の宇賀地徹男さんの
個展です。

今泉記念館アートステーション 開館9：00～17：00
（入館16：30まで）

３月は毎日開館
☎783-4500　F783-3388
￥一般500円／小中高250円

常設展　～彫る　摺
す

る　画
か

く「棟方志功の世界」
企画展　期６月12日㈬まで
春の情景と美人画展
　初代歌川豊国の生誕250周年を記念し、喜多川
歌麿、歌川国芳らの美人画を展示します。
　吉田博らが描く、春をテーマにした風景画も共
に展示します。春の情景と伝統的な日本の美を感
じてみませんか。
セピック・アート（造形美術）の世界
　儀礼用カヌー、精霊像、精霊堂の模型、祖霊の
仮面、割れ目太鼓、食器、腕輪、ペンダント、ス
トーリーボード、漁労具、槍など貴重で独特な作
品約60点を展示。
同時開催  第14回三国街道塩沢宿ひな雪見かざり
　　　　 期４月３日㈬まで

トミオカホワイト美術館 開館10：00～17：00
（入館16：30まで）

３月の休館【毎週水曜日、18日㈪、19日㈫】
☎775-3646 F775-3650 URL http://6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

市民無料の日：28日㈭

富岡惣一郎没後25周年「トミオカホワイトの世界」
期３月21日（木・祝）～７月16日㈫
　富岡の創作は、色彩を用いた時代を経て、白と
黒の対比を追求しました。晩年は淡い色を取り込
み、光を白で表現した星に取り組みましたが、そ
の試みは未完に終わります。本展は画業の道筋が
わかる展示となっています。
カフェ「茶H

ハ ッ カ イ

akkai」
　土・日曜日、祝日 10：00 ～ 15：30に営業。
ラウンジ展　３月　観覧無料
市民ギャラリー �植

うえ

田
た

綾
あや

美
み

 絵画展 
「S

ス プ リ ン グ

pring B
ブ リ ー ズ

reeze」
城内さんぽ～私の宝物～  錦絵、日本画などを展示

南魚沼市民会館 受付8：30～ 17：15
３月の休館【毎週月曜日】
☎773-5500　F772-8161
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

北海道歌旅座　昭和のうたコンサート
　全国各地に音楽の感動をお届けしている「北海
道歌旅座」が南魚沼市にやってきます。昭和流行
歌レパートリーをお楽しみください。
日５月１日（水・祝）　14：00 ～（開場13：30）
会市民会館 多目的ホール
費全席自由　前売券2,000円、当日券2,500円
　（市民会館にて発売中）
※就学児以上が対象

鈴木牧之記念館 開館9：00～ 16：30
３月の休館【26日㈫】

☎・F782-9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

◇『北越雪譜』の挿絵　その44◇
　『北越雪譜』の中で最も凄
惨な挿絵は、ニホンオオカミ
が人家に入り込み人間を襲う
図です。
　裸足で逃げ出す老婆、首に
かみつかれる女性、床下に隠
れる少女が描かれています。 「雪中狼入人家図」

部分
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保育園 ●公設民営・私立保育園
詳しくは各施設にお問い合わせくださいあそびの広場

園名・電話番号 内容 日程（祝日は除く） 時間

浦佐認定
こども園

☎777－5560

自由来館 木・日曜日以外 10：00 ～ 16：00
体を動かして遊ぼう 月曜日 10：00 ～ 11：30

※詳しくは、医療
法 人 萌 気 会 の
ウェブサイトか、
子育て支援だよ
り「ひだまり」を
ご覧ください

絵本で遊ぼう 火曜日
作って遊ぼう 水曜日
わらべうたで遊ぼう・英語で遊ぼう 金曜日
支援ルーム・ホール・園庭で遊ぼう 土曜日
身体測定 毎月２回
誕生日会・ピラティス 毎月開催

上　　町
☎773－6187

英語で遊ぼう（要予約） 毎月第２木曜日
10：00 ～ 11：30

めごちゃん（要予約） 毎月第４木曜日

めぐみ野
☎773－5257

にこにこデー 火・木曜日
10：00 ～ 11：00

おたのしみ会 毎月第２木曜日
お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日 15：30 ～ 16：00

野の百合
☎772－2627

支援センター開放 月～土曜日
10：00 ～ 15：00

土曜日のみ
10：00 ～ 11：30

身体測定 月曜日
親子で手づくり 火曜日
こども園で遊ぼう 水・木曜日
誕生会・リフレッシュデー
ハーブ＆カフェ・子育てのお話 毎月開催

ちくちくあみあみ（縫い物と編み物）
金曜日

10：00 ～ 11：30
マタニティサロン 13：00 ～ 15：00

わかば
☎778－2038

わくわくコーナー（園開放） 月・火曜日 10：00 ～ 11：30
親子保育体験日 月２回 10：00 ～ 12：00
きらめき工作 月１回水曜日 10：00 ～ 12：00

金　　城
☎782－5163

にこにこクラブ 毎週水曜日 13：30 ～ 14：30

自由来館（ランチルームあります）
水曜日以外 10：00 ～ 18：00

水曜日 13：00 ～ 18：00
あそびの広場、リフレッシュ講座、あ
かちゃんランド、アロマ講座、ハッピー
子育て講座、モグモグ広場、手作り広
場、すこやかキッチン、親子保育体験、
プレキンダースクール、プレママラン
ド

日程、内容、申込みにつ
いては、毎月発行してい
る「塩沢金城わかば児童
館だより」をご覧くださ
い。

ママ’sカフェ ４月15日㈪ 10：30 ～ 11：30
作って学ぼう！ちまき作り ４月14日㈰ 10：00 ～ 12：00

南魚沼
どろんこ

☎788－0592
※詳しくは、お問い
合わせください

自然食堂（要申込み） 水曜日 10：00 ～ 12：00
芸術学校・寺親屋・自然学校（内容は
週により変わります） 金曜日 10：00 ～ 12：00

青空保育（道の駅南魚沼「雪あかり」） 毎月１回木曜日 10：30 ～ 12：00
身体測定・誕生会 毎月１回

※むいかまちこども園（☎772－4577）は、直接園にお問い合わせください
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問保健課
　☎773－6811乳幼児健診 日程などの

　実施日の２日前・前日・当日のいずれかに発熱・発疹・下痢・おう吐・目の充血・めやになどの症状が
ある人は、健診や教室の参加を自粛してください。持ち物は、乳幼児健診カレンダーをご覧ください。

子どもの耳の健康と聞こえ
　聴力は言葉や知能の発達のために大切です。子
どもの聴力障がいは、軽度のものは発見されにく
く、気付かないでいると言葉の発達が遅れるなど
大きな影響を及ぼします。

新生児聴覚スクリーニング検査
　新生児1,000人のうち、１～２人は生まれつき
耳の聞こえに障がいがあるといわれています。
　新生児の聴覚検査は、赤ちゃんがぐっすりと
眠っているときに小さな音を聞かせ、脳波を測定
することで耳の聞こえが正常かどうかを判断しま
す。検査は出産・出生の入院中に医療機関で行う
ことができ、痛みや副作用もありません。

4月

子どもの聴力低下の原因
　新生児聴覚スクリーニング検査で、異常がみら
れなかった場合でも流行性耳下腺炎（おたふくか
ぜ）などの感染症や生活習慣、急性中耳炎、
滲
しんしゅつせい

出性中耳炎などの中耳炎により、後天的に難聴
となることがあります。滲出性中耳炎は急性中耳
炎とは違い、痛みがなく発見が遅れることがあり
ます。「テレビの音が大きい」「呼んでも振りむか
ない」などの症状から発見されることもあります。
３歳児健診時の聴覚検査も有効です。自宅での検
査を行い、問診票を提出しましょう。
　また、耳は「耳掃除」を行わなくても垢を自然
に排出します。「耳掃除」は、無理に行う必要も
日常的に行うも必要ありません。無理に耳垢を取
ろうとすると、垢を奥に押し込んでしまったり、
鼓膜を傷つけてしまう場合があります。耳垢が詰
まりやすい場合は、耳鼻科を定期的に受診すると
よいでしょう。
参考：子育て支援者のための情報誌　母子保健

北　部
（大和地域、大巻・城内・五十沢
地区）健友館（大和病院となり）

南　部
（六日町地区、塩沢地域）
塩沢保健センター

事　業 対　象 日にち 受付時間 日にち 受付時間
４か月児健診 平成30年12月生 ４月26日㈮ 13：00 ～ 13：10 ４月25日㈭ 13：20 ～ 13：30

10か月児健診 平成30年６月生 生後10か月になったら、受診票を使って医療機関で受けましょ
う。BCG接種期限まであと２か月です。

１歳児歯科健診
フッ化物塗布 平成30年３月生 ５月に実施 ４月23日㈫ 13：00 ～ 13：10

１歳半児健診・歯科
健診・フッ化物塗布 平成29年９月生 ４月５日㈮ 13：00 ～ 13：10 ４月12日㈮ 13：00 ～ 13：10

２歳児歯科健診
フッ化物塗布 平成29年３月生 ５月に実施 ４月17日㈬ 13：00 ～ 13：10

２歳半児歯科健診
フッ化物塗布 平成28年９月生 ４月４日㈭ 9：00 ～ 9：10 ４月10日㈬ 13：00 ～ 13：10

３歳児健診･歯科健
診・フッ化物塗布 平成28年３月生 ４月18日㈭ 13：00 ～ 13：10 ４月11日㈭ 13：00 ～ 13：10

講座・教室名 対象 日にち 受付時間 会場 申込み
育児力アップ講座
（育児学級）

平成30年10月・
平成30年11月生 ４月15日㈪ 9：45 ～ 子育て支援

センター
子育ての駅

「ほのぼの」

不要

もぐもぐ教室
（離乳食教室） 平成30年９月生 ４月19日㈮ 9：30 ～ 9：45 事前に保健課にお

申し込みください
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救急医療のかかり方
①電話をかける
　　次の病院に電話で症状を伝えてください。重

症（意識がないなど）の場合は、119番で救急
車を呼んでください。

　・南魚沼市民病院  …………………  ☎788－1222
　・魚沼基幹病院  ……………………  ☎777－3200
　・齋藤記念病院（脳神経外科救急） ☎773－5111
　※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
　・電話での指示に従って受診してください。
　・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医

療機関を案内する場合があります。
　・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診

察の順番が前後し、待ち時間が長くなる場合
があります。

　・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではない
ので、できるだけ通常の診療時間内に受診し
てください。

新潟県『救急医療電話相談』
☎025－284－7119（＃7119でも可）
　　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、

嘔吐、下痢など）にご利用ください。
新潟県『小児救急医療電話相談』
☎025－288－2525（＃8000でも可）
　　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなっ

たとき（発熱、けがなど）にご利用ください。
時19：00 ～翌朝8：00（毎日）

市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

救 急 医 療
問保健課　☎773－6811

みんな 図書館の
南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）�☎773－6677
大和図書室（大和公民館内２階）� ☎777－4671
塩沢図書室（塩沢公民館内１階）� ☎782－0100
蔵書点検のため臨時休館します
　ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。
　塩沢図書室　４月１日㈪～５日㈮
　大和図書室　４月８日㈪～ 12日㈮
　南魚沼市図書館　４月15日㈪～ 19日㈮

よみ
もの

・めくるめく短歌たち 錦見映理子
・夏井いつきの俳句ことはじめ 夏井いつき

・跳ぶ男 青山　文平
・帰去来 大沢　在昌
・この地上において私たちを満足させるもの
� 乙川優三郎
・怪物の木こり 倉井　眉介
・骨まで愛して　粗屋五郎の築地物語 小泉　武夫
・指揮権発動 笹本　稜平
・ピーク　PEAK 堂場　瞬一
・新宿の猫� ドリアン助川
・つくもがみ笑います 畠中　　恵
・DRY 原田　ひ香
・平成くん、さようなら 古市　憲寿
・散歩するネコ　れんげ荘物語〔４〕 群　ようこ
・吹上奇譚　第２話　どんぶり 吉本ばなな
・逃げろ、手志朗 吉森　大祐
・いい女、ふだんブッ散らかしており 阿川佐和子
・次の人、どうぞ！ 酒井　順子
・東海道ふたり旅　道の文化史 池内　　紀
・ミッテランの帽子� アントワーヌ・ローラン

その他 ・メモの魔力 前田　裕二
・徳川家康の江戸プロジェクト 門井　慶喜

・ことばの生まれる景色 辻山　良雄
・日本文学気まま旅　その先の小さな名所へ
� 浅見　和彦
・NEW POWER� ジェレミー・ハイマンズ
・18歳から考えるワークルール� 道幸哲也／編
・定年後の経済学 橘木　俊詔
・�プログラミング教育ってなに？
　親が知りたい45のギモン� 石戸奈々子
・山中伸弥人体を語る 山中　伸弥
・免疫学の基本 運動・からだ図解� 松本健治／監修
・免疫力アップの健康みそ汁� 石原新菜／監修
・�あなたがひとりで生きていく時に知っておいて�
ほしいこと� 辰巳　　渚
・還暦着物日記 群　ようこ
・土壌学の基礎　生成・機能・肥沃度・環境
・兄・宇野昌磨 宇野　　樹

新着図書の一部を紹介します。
※下記以外の新着図書は館内かWebOPACでご確認ください

意見・提案をお寄せください
　市では、市政への意見・提案を「市政ポス
ト」として受け付けています。市政発展のた
めに建設的な意見・提案を、ぜひお聞かせく
ださい。
受付け先　各庁舎に設置の市政ポスト、書簡
（ハガキ、封筒、市報平成30年11月15日
号５・６ページなど）、ファックス、電子メー
ル、市ウェブサイトのお問合せフォーム

　〒949-6696　南魚沼市六日町180番地１
　　　　　　　   南魚沼市役所　秘書広報課
　☎773－6658　Ｆ  772－3055
　   kouhou@city.minamiuonuma.lg.jp
※意見などは、個人情報を除き市報・市ウェブ

サイトに活用する場合があります


